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政 水産部行政組織函
屋

(平成28年4月1日）

大津･南部農業農村振興事務所
甲賀農業農村振興事務所，
東近江農業農村振興事務所
湖東農業農村振興事務所
湖北農業農村振興事務所
高島農業農村振興事務所

※各事務所の組織は次頁

総務僻

企画･I

世界農
農地傍
筐団体：

笙係

皇潰走推進‘

指導検査第一係
指導検査第二係

病害虫防除所

農業技術振興センター
管理部
研究企画室

農業革新支援部
地域農業支援f

園芸技術支援f

栽培研究部

水稲育種係

作物p原種係

営農システム係

野菜係

環境研究部

環境保全係

病害虫管理係

花b果樹研究部

花き係

果樹係

茶業指導所

・農業大学校

・教務第一係

教務第二係

食のブﾗﾝE推進課
マーケティング係

地産地消係

・環境こだわり農業係

管理係

水田農業･作物振興係

環境･獣害対策係

園芸振興係

(地域農業戦略室）

戦略推進係．、

普及革新係

P

I

這産衛生･耕営浬誤

含肉涜迩係

家畜保健衛生所
安全対策係

・衛生指導係

防疫係

家畜検査センタ
北西部支所

畜産技術振興センター
総務係
近江牛係

・酪農･飼料係
技術指導係

経埋係
企画調整係
茎轤轄億係

筐其鱸管理稚准室

ー

璽振與謹
農村企画係
農村整備･り

(地域資源活用推進室）
陸曼
ら■戸

総務係

醒井養鱒場
栽培技術係
生物資源係

漁場保全係

環境･病理係

●

』

1
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大津･南部農業農村振興事務所
、農産普及課

農業推進係
普及指導第一係

普及指導第二係

田園振興課

農地農村保全第一係
農地農村保全第二係
某轤鑿侭係

甲賀農業農村振興事務所
農産普及課

農業推進係

普及指導第一係

普及指導第二係

田園振興課

農地農村保全係
某鯉整備第一係
某穣整備第二係

東近江農業農村振興事務所
農産普及課

農業推進係

東部普及指導第一係
東部普及指導第二係
西部普及指導係

田園振興課

農地農村保全第一係
農地農村保全第二係
基購轄備第一係

甚辮轄備第二係
某耀鑿億第三係

永源寺ダム管理支所

湖東農業農村振興事務所
農産普及課

農業推進係

普及指導第一係
．普及指導第二係
田園振興課

農地農村保全係
茎職整備第一係
基繼整備第二係

湖北農業農村振興事務所
農産普及課・

農業推進係
普及指導第一係．
普及指導第二係

田園振興課

農地農村保全第一係

農地農村保全第二係
基盤整備第一係

・基盤整備第二係

高島農業農村振興事務所
農産普及課

田園振興課

農地農村保全係．
茎購轄傭係
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函

1一般会計

（1）総額

●

区分

職員給与費

農政水産部 事業費

① 計

職員給与費

県計事業費

② 計

本年・度
予一算額A

4.649.526

15.078.227

19.727.753

1729220,933

372.359,067

544.580,000

分担金及び
負担金

8.233

8800442

888.675

、8,233

1.588.441

1.596.674

平成28年度農政水産部予算額

～
ロ

使用料及び
手数料

13.107

13,107

4.459.271

3.702.554

8.161.825

国庫支出金

14.733

6.686,131

6.700.864

19.361,950

39.418,396

58.780,346

左の財源内訳

財産収入 寄附金操．入金賭収入

13.300

129も257 100 1b178,612 1,533.593

1290257 100 1.178,612 1.546.893

12.185 1390899

632j683 99.360 15.214.872 29.415.972

632.683 99.360 15.227,057 29.555.871

(2)県予算額に占める農政水産部予算額の構成比(①/②）

計

本年度
●■

3.6

、

前 年度 3.9

職員給与費

2.7

2．8●

事 業費

4.0

4．4

県．債 一般財源

1010889 4.511.371

､2.093.311 2.563.674

2.195.200 7.075,045

ダ

1.840.189 146.399,206

41.541,511 240.745,278

43.381,700 387.144.484

前年度
予算.額B

4.687.643

16.3330586

21.021.229

①

1690564,363

368.985.637

538.550｡000

0口

対前年度

A一.BA/B

△38,117 99.2

41｡2550359 92.3

△1,293,476 93.8

2.656,570 101.6

3.373,430 100.9

6.030.000 101.1



←

0

(3)課別内訳

・区分

農政課

食のブランド
推進課･農業
経営課

畜産謀

①

水産課

職員給与費

事 業費

計． ｡

職員給与費

事・業費

計

職員給与費

事業費

計

職員給与費

事業．費

計

職員給与費

本年度
予算額A

1,403.143

213.175

1.616.318
●P■寺▼

1.084.278

4.554.250

5.638.528

587.555

1.339.251

1.926.806

404.701
6

722.576

1.127,277

1.169.849
●

分担金及び
負担金

0●

8.233

使用料及び
手数料

7.408

7.408

3.928

3.928

．1.771

･1.771

耕地課･農村
振 興課

事業．費
8.248.975 880.442

＝■ 計
･9.418.824 888.675

国庫支出金

140733

138.778

153.511

2.569.321

2.569.321

16.179

16.179

202.599

202.599

3.759.254

3.759.254

’

左 の財源．内駅

財産収入 寄附金繰入金賭収入県’横一般財源
■

pg

1.388.410

876 73.521

876 1.461.931

や 首

1.084.278

36.460 1.150.097 227｡140 563.824

36.460 1.150.097 227.140 1.648,102

587.555

79.386 639.785 599.973

79.386 639.785 1.187.528

404,701

10.909 13.311 246661 182.300 287.025

10.909 13.311 24.661 182.300 691.726

13.300 101.889 1.046.427

､2.502 100 15.204 641.131 1.911.011 ､1.039.331

2.502 ・100 15.204 654.431 2.012,900 2.085.758

前年度
予算額B

1.421.571

187,788

1.609.359

1.141.490

6.310.709

7.452,199

570.694

920.713

1.491.407

402.288

■亨 7180101

1.120.389

1.151.600

・8.196.275

9.347.875

対前年度

A一BA/B

△18,428 98.7

25.387 113.5

6.959 100.4

△57.212 95.0

△1.756,459 72.2

△1β13.671 75.7

16.861 103.0

418.538 ’145.5

435.399 1，qワ

2.413 100.6

4,475 100.6

6.888 100.6

・・18.249 101.6

52.700 .1".6

70.949 100.8



函

2特別会計

会計 名

就農支援資金.貸付
事業等特･別会計

沿岸漁業改善資金貸付
事業特別会計

●

本年度
予算額A

74,500

61,500

‐

凸

前 年度
予 算 額 B

45,200

60,700

q

①
対前年度，

A一B

争

･･

29,300

800

A/B")

164.8

101.3

I

1

0

､■



単位:千円

一

6

事 業名 当初予算額

(前年度予算額）

説 明

【農政課】

農政企画調整費

ｰ

昏6

34，301

(19,119）

e34,301

■

③園

■

ゆ

p ●

1「世界農業遺産」プロジェクト推進事業14,960
●●

｢世界農業遺産」の認定に向けて、準備会を設立し、推進体制

の構築を図るとともに、 プロモーション資料の収集やシンポジ
● 6

ウムの.開催による情報発信等を行う。

【食のブランド推進課｡．

農業経営課】

マーケティング戦略推

進事業費

●

● 0

■●

9

ｊ２
１
０
２

７
１
０
７

２
８
１
１

９
９

３

９
９
、
９

２
１
２

．．（

9諸

●
。

e

●

U 凸ﾕ凸

国

？

､

1強める1.プランドカ「滋賀の食材」発信事業19,550

地域が一体となってブランド化を進める品目について、地理
■‐

的表示などの知的財産の取得を推進すると｡ともに‘

積極的に図る農畜水産物について、

県外展開を

生産者団体と連携し、首都

圏、京阪神での認知度向上を図ることで、滋賀の食のブランド
力を強化する。

園

旬 も

●

申

●

9，

2近江の野菜「漬物」で魅力発信事業2,463

伝統野菜や地域特産野菜を中心に「近江の野菜」を振興する
色ら

ため 、 これらが培われた歴史や食文化などのストーリーを色濃
く反映する「漬物」に焦点をあて、 食材やその食文化が持つ魅

力を広くPRし､消費の拡大を図る。

｡●

●

謬国

■

3海外展開ジェトロ活用促進事業100
4

●

▽ ｡

● も

■

今後の県産農畜水産物の海外展開に向けて、巳

ゅ

ジェトロ貿易情

報センターの支援機能を生産者等に実感していただくととも
に、有望案件発掘のきっかけづくり

いて出張相談会を開催する。．

■

につなげるため、県内にお

h

｡ ●

●

■

｡ ◆①

Q

＋



単位：千円

7

事 業名 当初予算額

(前年度予算額）

■

説 明

地産地消推進・流通促

進事業費

、

舎寺

｡

①

らぬ

p

、
●

｡●

、

）

ﾔ

３
６
、
０
３
．
・

８
７
０
８

６
５
５
１

９
９

３

５
８
５
’

１
１

１
‐

（

■
②

●
●

勺
◆
“

繰
ｅ

●

■

●

園

マ 6

1「おいしがうれしがjキャンペーン推進薯業3,620

地産地消の推進を図るため、「おいしがうれしが」推進店

への登録の呼びかけ、情報発信等を行う。あわせて、推進店を

巡るラリー企画の実施によ恥消費者ニーズを把握するととも

に､生産者と推進店の連携をより強化するための食材交流会を

開催す?る。．

園
Ｃ
Ｐ
４

a

2農畜水産業を通じた子どもたちへの食育推進事業3,725
●

■ ●

学校給食を通じて、子どもたちに県産食材のおいしさや生産

者の苦労などを伝えることにより､生産者への感謝の気持ちを

育て、食の大切さへの理解を促す。
凸■

また、教材の活用等によって、子どもたちの滋賀の農畜水産
、 ･0

業に対する理解を促進する．｡
■凸

｡

申 ■

｡■

●●

3滋賀の卸売市場活性化推進事業500

卸売市場等が連携して実施する、実需者のニーズと生産をつ

なぐ取組や､卸売市場に対する県民の理解を深める活動に対し

て支援を行い、卸売市場の取扱量の拡大等による活性化を図る。

園

■

①

'

4もつと食べよう「近江米」1県民運動推進事業49 700

関係団体等と連携し、近江米の消費拡大に向けた県民参加の
申 ｡

運動を展開すると．ともに、直売所、飲食店などに働きかけ、中

食・外食での近江米の利用促進に取り組む｡

､ や

0

窃團

●■

p p

5しが喰のおもてなし｣プロジェクト実践支援事業19 000

大型観光キャンペーンに向けて、観光客への食の発信力を高

めるため、生産・流通団体と宿泊施設等の連携を促進する。

｡

● 年

●■



単位.:､千円

8

事 業 名 当初予算額

(前年度予算額）

説 ． 明
■

■ 6

農地流動化促進対策費

旬

0

● ｡

）

1,943,839

3,645,872

761,314

2，401

1，149，179

30，945

■
〃
〃
■
６
、

国
財
操

e

旬 0

も

効率的・安定的な農業経営を目指す担い手への農地の利用集積
を促進する。．

1農地中間管理事業推進費122,244.

●ザ

担い手への農地集積と農地の面的集積をさらに加速するため、

農地の中間受け皿となる農地中間管理機構の活動を支援する。
■

2農地中間管理事業促進費

■

1,057,880

農地中間管理機構を通じて農地の集積に協力する農業者や地

域に助成を行う。
●

ノ
● 争

しがの担い手育成総合

事業費

、■

色 寺

由

O■

558,514

(497,483）

518,.476

40，038
子

０

国
ｅ
．

｡

地域農業を支える担い手の育成や新規就農者の確保対策を総合

的に実施する。

園

● 甲

｡

1「人｣と｢地域｣が織りなす滋賀の農業･農村活力創造プロジ
エクト
● も

15,569

地域農業戦略指針を活用し、集落が地域の実情に応じた今後

の農業・農村の目指す姿を定め、その実現に向けた活動が行え
るよう、農業者､関係者が一体となった取組を展開するととも

●

に、TPP'大筋合意を踏まえ、実践に向けたサポート体制を強
化する。

2しがの担い手体質強化総合支援事業費303,099

｡

ﾛ

( 1)集落営農等法人化支援事業30,000

集落営農組織等の組織化・法人化の取組を支援する。
■

●

:(2)経営体育成支援条件整備事業 216,000

人・農地プランに位置付けられた中心経営体等の農業用機

械等の導入に対し助成する。．

園(3)担い手確保･経営強化支援事業30,000

意欲ある農業者の経営発展を促進するため､農業機械・施

設の導入に対し助成する。

園(4)中山間地域等担い手収益力向上支援事業8,000

中山間地域等で、地域の特性に応じで収益力の向上を図る

担い手を支援する。

b －

●

b ■

U

e■



、
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単位:千円

9

事、業名 当初予算額

(前年度予算額）
け

説 明

巳
少

０

寺

勺
ｌ
、

●

9

ｐ
幸
も

６
つ

霊園

U⑤

､ ､

3しがの農林水産業就業促進事業
ゆ

3,200.

若い世代に就農・就業について情報を得る機会を提供し、農
も 古■－

林水産業への関心を高め、新たな人材を確保する。また、人材
旬

育成手法を学ぶ場を提供し 、
。

◆IP

雇用就農における定着率を高める。

０
ａ

4青年農業者等育成確保推進事業費（1団体）8,977

ノ

就農に向けて、相談から定着に至るまでの一貫した支援体

制を整え、次代の優れた本県農業の担い手の育成確保を図る。

5 新 規 就 農 者 確 保 事 業 費 2 2 6 , 194

C p

4

(1)準備型青年就農給付金支給事務補助金44,840

･就農予定者（45才未満）に対し、技術習得等を図る研修の

期間に応･じて､準備型青年就農給付金を助成する(最長2年)。

(2)経営開始型青年就農給付金支給事務補助金 181,254

農業経営を開始した青年就農者．(45才未満)に対し、

｡

就農

初期（最長5年）の経営の安定を図り定着を促進するため、

経営開始型青年就農給付金を助成する。
g●

6

経営所得安定対策推進

事業費

守り

プ ロ

『

ざ

’166,951

・(166,.363）

■●

国148,000

e･18,951

認定農業者や集落営農など担い手の農業経営の安定等を図る
．ことを目的と して実施.される経営所得安定対策の円滑な推進を

図る°．

b む

、 ｡

1経営所得安定対策推進事業 166,951

.(1)県農業再生協議会事業補助金(1団体)．14,349
ダ ･

（2）市町域経営所得安定対策推進事業補助金(19市町）1513
000

■

6次産業化ネツトワー

ク活動事業費

■

■ ●

●

）

’
２
０

．
８
５
９
７

９
９

70

164
．
く

0

70,382

006

■

◆
０

・
国
ｅ
、
‐

農林漁業者と多様な事業者が連携する6次産業化ネットワーク

化を促進し、経営発展や地域の活力向上を図る。
■｡

ー

16次産業化ネットワーク活動推進事業19，

●寺

‐

◆

028

6次産業化を推進する体制を整備するとともに、農林漁業者
が行う6次産業化ネットワークによる新商品開発や販路開拓な

｡

、

どの取組を支援する。

』
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～
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事 業 名 当初予算額

(前年度予算額）

』
｡

説 ．明
｡

■

9

● ◆

26炊産業化ネットワーク活動整備事業51,954
毎争

6次産業化総合化事業計画の認定者等が実施する、農林水産
物の加工・販売等に係る施設、機械の整備を支援する。
b ●

0

Ｊ
、

巳

農業改良普及活動事業

費 ）

5,200

5,300

3,520

1,680

（

■
◆

●

国

e

園圖 女性のためのアグリピジネス・サポート事業4,400
｡●

農や食に関心のある女性を対象に､ビジネスの具体的イメー
1q

ジが膨らむ連続購座を開催し、女性の感性等を活かしたアグリ
● 守

ビジネスにチャレンジする女性の創出を図る。

4

｡ G今

産地競争力の強化対

策費

｡□●

◆6

Ｇ
ｂ
）

620,479

(624,479

420,000

200jOOO

479
▽

●
Ｐ
国
諸
ｅ

多様化している消費者・実需者ニーズを踏まえた国産農産物の

安定供給体制の整備を図る。

｡

1産地競争力の強化対策事業費・620,000

（1）産地競争力の強化対策事業420,000

消費者・実需者ニーズを踏まえた国産農産物の安定供給
体制を図るため､生産・経営から流通までの産地競争力の、
● 毎

園

強化に必要な施設の整備に対し助成する。
■
０

(2)､産地パワーアツプ事業.200,000

地域の営農戦略に基づく、高性能な機械・施設の導入や

集出荷施設の再編整備等に対し助成する。
｡●

4 凸

｡

しがの水田フル活用

総合対策事業費 ｊ
２

２
５９
６
９

２
３
２

33,

62,
●

（

●
＠
●

33e
1

凸
■

申
●

や

●

平成30年産からの米政策の見直しやTPP大筋合意による米．

麦大豆の流通環境の変化に対応するとともに、水田のフル活用

を推進するため､米・麦・大豆等の生産対策を総合的に実施す
る。。

、

1しがの水田フル活用推進事業17,064

近江米ブランドを確立するための特A取得プロジェクトな

どの取組や麦大豆等の戦略作物の生産性の向上と生産コスト

の削減を図る取組萩どを支援し§米麦大豆を中心とする水田
のフル活用を推進する｡．

C宰q

Q
も

P C

、
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君

11

事業名
●

当初予算額

(前年度予算額）

〃説

日 ｡

明

鰯團2みんなが育てる「みずかがみ」ブランド支援事業
■

15，414

画 ｡ 0

９
－
■

｢みずかがみ」を「守り、育てる」 生産者自らの組織的な

活動やマスメディアを活用したPR活動などを支援し、近江
米ブランドをけん引する中核品種に育て、近江米全体の安定

的な需要の確保を図る。

｡●

● 『=

■

寺
坐
■

園芸特産振興対策費

中■

● 町

G申

◆｡

）

吟

５
５
５

２
６
２

５
７
５

９
１

９

７
９
７

５
４
５
。

（

ゆ

■
■

e

■

●

ｑ
ｑ

､

P ｡

消費者ニーズに対応できる野菜、果樹、花き、茶等の園芸特産
■

物の産地育成を推進するとともに、生産団体の活動を強化するこ
＠

とにより園芸作物の振興を図る。

。●

申

③1力強いしが型園芸産地育成支援事業39,400

ab

園芸作物の産地化に向けて、地域の創意工夫をこらした取

組に対し､支援を行い、水田農業経営の安定および多様な園
芸生産を図る。
o q

■

鰯園2新たな消費者ﾆー ズの創出で｢近江の茶｣産地改革支
援事業 6,500

各地域の産地戦略を策定し、消費者や実需者のニーズを捉

えた茶の生産拡大、有利販売により、「近江の茶」の産地活性

化を図る°

0 ，

｡

獣害対策推進プロジ

エクト事業費

202,925

(202,925）

国 20 19 200

e 1 , 7 2 5

◆■

ﾛ

由

野生獣による農作物等の被害に対し､市町や関係団体ととも

に､集落ぐるみによる被害対策を強力に推進し､被害の軽減と
地域の活性化を図る。
甲 P

O B

台●■

1集落ぐるみ獣害対策促進事業202,100
･

U p

被害防止技術の実証･普及や被害防止活動①中心となる人材
心

育成を支援するとともに、市町が作成する被害防止計画に基づ

く活動や侵入防止施設等の整備を支援することにより、集落ぐる

みの総合的な被害防止対策を推進する。
Q
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事業名 当初予算額

(前年度予算額）

説 明

環境こだわり農業推

進事業費

~

604,876

605,837)

403,202

201,674

（

■

国
ｅ
．

環境保全型農業直接支払交付金を活用し 、
。
環境こだわり農業の

取組を支援するとともに､県内外の消費者に対して、環境こだわ
り農業の理念や取組についての理解促進と利用の拡大を図る。

今■

1環境こだわり農業支援事業595,166

(1)環境保全型農業直接支払交付金・555,492

、
■
１
屯

環境こだわり．農業の実践に加え､地球温暖化防止や生物多■

様性保全等に効果の高い営農活動に取り組む場合に、国、市

町とともに支援を行う。
、

園(2)環境こだわり農業総合的調査

●●

1,800

「世界農業遺産」の認定に向けて、環境こだわり農業につ

いての調査を行う。

｡

①

◆

2環境こだわり農産物「流域まるごと」消費拡大事業．5,192
● ｡

､ ｡

琵琶湖・淀川流域（県内外）の消費者に対して､環境こだわ
b ●

り農産物のPRを行うため、キャンペーンの実施や啓発資材の

作成等行う。

●●

ノ

●｡

【農業技術振興セン

ター】

試験研究調査指導費

■
ｂ

40,553

40,553）

22，436

1，638

16，479

く

●

●

●

財
諸
ｅ

ゆ

● 6

生産現場で抱える課題や行政施策推進上の課題等の解決に向
けた研究開発を行う 。

■

⑤1大豆跡向き良食味水稲品種の開発’’'80

本県は大豆主産県であり、今後も作付の増加が見込まれる
ことから、チッソ成分が発現しやすい大豆跡ほ場において．も

安定して良食味で生産できる水稲品種を開発する。．
● -

鰯2少量土壌培地耕における施設果菜類の高品質化技術の開
発 1,187

の

都市近郊の立地条件を生かした誘客型園芸を振興するた
●

め、本県で普及する少量土壌培地耕におけるトマトとイチゴ

の高品質化技術を開発する。

｡

１
１
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事 業 名 当初予算額

(前年度予算額）

説 ．明
■ ■

【畜産課】

畜産収益力強化対策

事業費
●

287,898

諸287，

(－ツ

598

e300

ノ
●

齢圖1畜産収益力強化対策事業287,898

畜産クラスターの仕組みを活用して地域ぐるみで収益性を

向上させる取組に対し､地域における連携のコーディネート活

動や、中心的な役割を担う経営体等の施設整備に対し支援す

る
ゆり

｡

肉用牛振興対策費

◆

■

｡

U ●

●●

140,856

(46,104）

549

140,307

昏
一

グ
。
や
●

●

諸
ｅ
：
．

D

年

肉用牛の生産基盤の拡充を図るとともに、牛肉の品質向上と安

定供給を促進し肉用牛経営の維持・安定を図る。

1肉用牛経営安定対策事業12

b■

9 760

肥育経営安定基金の造成に対する生産者積立金の一部を助

.成する。．

2“活力ある
BG

”

●

｢近江牛｣等生産流通対策事業3,600

増頭のための肥育素牛等の導入に要する経費の一部を助成

し、「近江牛」の生産基盤の拡大を図る°
6

● ●

3「近江牛」等安定出荷促進事業11

③

滋賀食肉市場に上場した近江牛等に対して、

9 720

上場奨励金の

交付により、市場取引による公正な価格形成を促し近江牛等

の安定的な生産および供給を目指すとともに、豚についても
■

奨励金を交付し、県内産の安定的な生産を目指す。

4キヤトル・ステーション整備推進事業79,342

滋賀県産の肥育素牛の安定供給のための生産構造の構築を
今幸

図るため、子牛の哺育・育成を担う生産拠点施設（キヤトル．
ステーション）を畜産技術振興センターに整備する。

■

● ■

③5遊休施設等活用支援事業 7,750

近江牛の生産基盤の拡大を図るため、近江牛を増頭するた

めの遊休施設等を活用した施設整備に対する支援を行う。
０
９
命

■q



単位：千円

ウ

●

14

事 業 名 当初予算額

(前年度予算額）

説。 ■ 明

①

ﾉ

P

●

０
●

凸
Ｐ

●

勺

↑

｡ ◆

■旬

甲

" I

●､

鰯6繁殖和牛増頭支援事業’78 500

0 -

■一 ●

近江牛の生産基盤を安定化するため、繁殖雌牛増頭に対す

る支援を行う。
凸

l ●

U ■

｡

鰯7肉用牛肥育経営維持支援事業 ■

も

●

10，400

肉用牛の安定供給・生産基盤を維持することを目的に、肥
.

育素牛の導入支援を行う。
､

1 4

｡

⑤8「近江牛」 プラ ンド カ磨 き上 げ事 業375

け

近江牛と他のブランド牛の差別化を図るためも地理的表示保

護制度登録に向け､地域と結びついた近江牛の生産体制を構築
■

するための取組を実施し、近江牛ブランドの磨き上げを図る。

凸、

■

今 ■

酪農振興対策費

合 ●

｡●

ノ

タ
リ

）

8,824

2,044

8,824

（

■

e

■

鰯’乳用牛ベストパフォーマンス実現支援事業6,780
、■

●
口

■

｡

＆ ロ

高能力牛群の整備および暑熱ストレスの低減により乳牛の
籠産性､特に繁殖成績の向上を図る°加えて､指導者および技

術者等を対象とした研修会を開催し、現場指導力を強化する。
● e旬

ﾛ

P

ノ

●‐

■

6

■

■ ■

6

､口

｡●

●
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事 業名 当初予算額

(前年度予算額）

説 、明．

食肉流通機構整備推

進費

●
“

一合0

■

■

● ■

｡

｡ ■

■

■

ひ

B 』

）

◆

701,026

632,956

350,000

351,026

〃

（

■

■

■
■

e

諸
ｅ

1食肉流通機構整備推進事業701,026

衛生的･効率的な食肉の生産流通施設である滋賀食肉センタ

－の円滑な運営が図られるよう業務運営主体等の取組を支援
することで､消費者に対し安全で安心な食肉を安定的に供給す
るとともに、近江牛をはじめとする本県畜産の振興を図る。●

(1)（公財)滋賀食肉公社施設整備資金借入償還金等補助金

い
り

●■

(2)“安全・安心”しがの畜産物流通促進事業費補助金

191,964

11,500

(3)滋賀食肉センター基盤維持対策事業補助金61

b De

、 000

(4)滋賀食肉センターアセツトマネジメント緊急支援事業補助
金 ．．．559 500

● ､

(5)鰊)滋賀食肉市場経営円滑化資金貸付金、350,000

(6)（公財)滋賀食肉公社。（株)滋賀食肉市場経営高度化支援事業
費補助金10,000

(7)経営環境悪化緊急対策事業費補助金．17
●

9 000

各 9

(8)．と畜解体技術向上支援事業菱補助金2,000
の0勺

(9)“安全！。おいしい！”滋賀の食肉普及啓発事業委託料
｡

｡ ■

1,200

｡

■

●

､

0
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事業名 当初予算額

(前年度予算額）

説 明．
q~

自給飼料生産総合振

興対策費

｡

q ■

）

11,954

18,874

11,954

｡

（

e

9

、

飼料自給率の向上を図るため､耕畜連携による飼料作物の生産
拡大を促進する。

1飼料自給率向上対策事業
e の

2，057
●ぬ

0

自給飼料の増産､耕畜連携による飼料用米や稲発酵粗飼料の
生産･利用、近江牛の貴重な飼料である稲わらの飼料化利用に

●

ついて.､関係機関･団体が連携して拡大を推進することで、家
■

畜飼料の自給率向上を図る。

⑳2牛のエサづくり利用拡大推進事業5,470
｡■

粗飼料自給率の向上と畜産経営の安定性を向上し､飼料価格
*

の高騰に影響を受けにくい経営､の転換を図るため、 県産粗飼．

料の利用拡大に取り組む畜産農家を支援する。

16 F

③3地域の飼料を活用した「しがの畜産物づくり」推進事業
G

6

3,090
G

耕畜連携による県内自給率を高めるため､集落営農組織等でq

の稲わら収集供給体制を築く。ま.施稲発酵粗飼料や飼料用米
､。

の利用拡大のため現場での長期保管技術の実証を支援する。．

【家畜保健衛生所】

● ●●

家畜防疫費

｡ □

e●

●

、

寺4■

361

643）

528.

138

695

３
９
９
３
３

12

９
８
２
１

く

申
①

島

｡

国
使
ｅ

｡

■
、

■

。

家畜伝染病の発生予防、家畜疾病の病性鑑定および畜産農家
への衛生指導を実施し、家畜の生産性の向上と畜産物の安全性の
確保を図る°

●

1口蹄疫等悪性伝染病防疫対策事業2,554
e ●

*守

口蹄疫､高病原性鳥インフルエンザ等の発生に備えた危機管
F■●

理体制を強化し、早期診断･まん延防止を図る。

巳

2家畜伝染病予防事業8,097

伝染性疾病について､全国的な発生状況および県内の定期的

な検査実施による動向把握をもとに、発生の未然防止に努め
る

■

｡

｡ ．

QI

ざ4
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事 業名 当初予算額

(前年度予算額）
｡

●

説 明

保健衛生費

申

）

6，215

(5,727

3，107

3,108

国
ｅ

●

1家畜衛生対策事業．4,416

飼養衛生管理基準の遵守指導､慢性疾病の低減対策の推進な

どにより'､畜産農家の生産性向上と畜産物の安全性確保の取組

を支援する。
● p

【畜産技術振興セン

ター】
｡,

運営費 64，544

(105,971）

財109 837

e 5 3 , 7 0 7

〃。‐

■ ■

③国’畜産技術振興ｾﾝﾀー 施設整備事業 11,573

畜産技術振興センターの放飼繁殖牛舎および放牧場整備、
繁殖牛舎の建設を行うため、設計、調査を実施する。

■や

育成牧場運営費

』

）

53,771

49,629

50,691

3，080

く

財
ｅ

■

1 高品質近江牛づくり推進事業44,622

｡ 』

畜産技術振興センターで生産した高品質の雌子牛を農家へ

譲渡するため､育成牧場での優良繁殖雌牛の増頭整備と効率的
な改良を図る。

■

ゅ

e

試験研究調査費

b由

』

ｊ
、
■
〃
〃

45,556

17,989

17,486

200

27,870

く
。

。

、
１

◆
Ｉ

一
■

財
諸
ｅ

環境との調和を図りつつ、安全安心で高品質な畜産物を安定

的に消費者に届けるため、 生産現場に直結する実用的な技術開

発や家畜等の改良を推進する。

｡｡

錫

●

1水田由来自給飼料資源乳用牛給与技術の開発4，

2近江牛の生産性の効率化に関する研究12

3経膣採卵を活用した効率的な和牛胚生産技術の確立

9

383

539

27,870

畜産技術振興センターにおける胚生産機能を強化し､和牛子

牛の安定確保を図るため､経睦採卵一体外受精による効率的な

和牛胚の生産体制を確立する。
■●

｡ ｡

●

申

■ ●
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事業名 当初予算額

(前年度予算額）

説 明．

【水産課】

水産基盤整備事業費

●●

373,315

427,961）

180,000

7,445

179,900

5，970

●

（

国
繰
起
・
ｅ
牛
や

●

J ●

1水産墓礁轄備事業373,315
■｡

■

在来魚貝類の産卵繁殖場を回復させるため、

の造成を行い､水産資源の増大を図る。

･琵琶湖Ⅱ期地区（湖西工区）

ヨシ帯および砂地

ヨシ帯造成:1.2ha

･琵琶湖Ⅱ期地区（下笠沖工区）砂地造成：4.5ha

流通対策費
）

5,166

5,135

3,966

1,200

（

繰
ｅ

1

凸
■
巳

F＝｡

■6

1「しがの水産物」流通拡大対策事業7 00

･Fびわサーモン」

も

のイメージアップ活動や、琵琶湖産魚介類

の直売会によるPR活動など､生産者が行う消費促進活動に対
｡

,して支援する。

■●

P

2「琵琶湖八珍」ブランド化事業、3,966

新たな湖魚ブランド「琵琶湖八珍」の観光資源としての定着
を図るため、飲食店、旅館など事業者による活用の促進と、観

･光客や消費者への利用訴求を展開する。
e

〃

』

水産有害生物対策事

業費

■
■

75,021

78,195）

13,300

61,721

（

国

e

●

●りけ

B ■■

今6

1 有 害 外 来 魚 ゼ ロ 作 戦 事 業 5 9 , 135
日

外来魚ゼロを目指し、捕獲駆除や繁殖抑制を中心に、総合的Q , ､

な事業を展開する。
■ヰ

ｒ
旧
与
〃

(1)外来魚駆除促進対策事業費補助金38,000
漁業者による外来魚駆除に対して捕獲経費を助成する。

駆除量：200トン

（2）外来魚回収処理事業費補助金7,120

捕獲された外来魚の回収と有効利用に係る経費を助成す

る 。．．
●早口の

巳 □

〃
．
■
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事業名 当初予算額

(前年度予算額）

’説 明
Q

わ
■

6

９

●

Ｇ
Ｆ

ｅ

●
寺

Q

p

O

■
今や
。
争
申

①

①

国(3)外来魚産卵期集中捕獲事業6,300
電気ショッカーボートによる外来魚駆除について､漁業者

が行えるようにするための体制整備を図るとともに、駆除

‘．効果の調査を行う。

(4)外来魚駆除フオローアツプ事業6,515
bq

漁業者による駆除が低調な時期に県主導による駆除を行
P4。

フ 。．．

令④

2カワウ漁業被害防止対策事業．15,886

ゅ

漁業被害軽減のため、漁場や営巣地において被害防除対策を実

施する。
1

(1)カワウ被害防除対策事業費補助金2,489

漁場等における花火による追い払い､銃器による駆除お

よび防鳥糸設置による被害防除に係る経費を助成する。
｡ ザ

(2)カワウ営巣地対策事業費．13,397

カワウ生息数を低減するため､営巣地での銃器駆除を実

施する。

① e

む◆■●

多様で豊かな湖づくり

推進事業費．

・0

■

0

｡ ｡

.54,592

(60,922）

760

7，685

46，147

国
諸
ｅ

や

eC

●

1多様で豊かな湖づくり推進事業費54,592

：（1）ニゴロプナ栽培漁業推進事業14,073

栽培漁業の中核的魚種であるニゴロプナ種苗を生産放：

流するとともに、放流効果を調査する。

20mサイズ種苗:600万尾

120mサイズ種苗:60万尾．

● ■

(2)多様な水産資源維持対策事業．69 257

琵琶湖固有種であるピワマスや、ウナギの種苗放流に

対して助成する。．
◇0、

ピヮマス種苗：70万尾

ウナギ種苗:850kg
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事業名 当初予算額．

(前年度予算額）

説 明

■

■
●

■
申

6

9 4

口 早

,（3）アユ等水産資源維持保全事業．
■

①人工河川管理運用事業

32,762

30,740

産卵用人工河川を稼働し､効果的にふ化したてのアユ

を琵琶湖に流下させ、アユ資源の安定維持を図る。。■

養成親魚:8トン．
4 8

天然親魚産卵繁殖対策：4トン
ロ

(4)セタシジミ親貝放流技術開発事業1,500

■

セタシジミの親貝を放流すること.による資源造成技術
he

を開発する。 q q

｡‐

河川漁業振興費
＊ ●

●

へ

4 ■

１

）

4，111

(4,150

4，111e

園
~1

1 魅力ある河川漁業推進事業．、1，111
●－*‐

申 ﾛ

河川漁業の振興のため、魅力ある河川漁場づくりと遊漁者の

増加に向けた取組を実施する。

qC

8

(1)河川の魅力向上検討調査事業

pg

アンケートによる遊漁者ニーズの把握や振興策の検討。
｡ ■

500

O

ひ

『

P

( 2 ) 河 川 の 楽 し い 機 能 体 験 事 業 600
e U

釣り教室、魚ふれあい体験学習、｡釣りガイドの配置に対す

る助成。 ､

■ 6

水産改良普及事業費
C■

◆

O●

令

’
P

■

８
１

●

■ ”

0ゆ

）

22,688

(2,687

679

22,009毎
も
り

●

●

国

e

申

巳

1漁師と一緒に琵琶湖の恵みを食ぺようプロジェクト事業
1，687

ｼ

▽ －

青年漁業者の指導による体験漁業や調理実習､･青年漁業者が

自ら企画したレシピ本の配布などを通し、消費拡大や販売技術
の向上を図り、水産業の持続的発展を図る°

。
■

鰯團

I●

グ巳苧

2しがの漁業担い手確保事業、6,922
、

● の

｡■

■■

■■、

琵琶湖漁業の担い手を確保するため、 漁業に関する情報提供、

短期研修制度の構築など、就業希望者の受け入れ体制の整備を
口中

･図る6．

旬

｡

◆
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事業名 当初予算額．

.(前年度予算額）

説
6 口

明

●● す
①

闘園

｡缶

3「びわ湖のめぐみ体感｣給食推進事業13， 400

04

次世代を担う子供たちが「びわ湖の魚はおいしい!」と体感
できるよう、学校給食にピワマスを中心とする湖魚を供給する

とともに、新メニュー開発を促進する試作用サンプルを提供す

る。
｡

、

● 寺

一

ホンモロコ資源緊急

回復対策事業費

17，356
■

(17,040）

諸 、 4 , 3 3 9

e'13,017-

1ホンモロコ資源緊急回復対策事業，17j356、
6

一 ●

厳しい資源状況にあるホンモロコを回復させるため､水田を
活用した効率的な稚魚の生産放流により、緊急的な資源回復を

図る｡
､ ●

日

C e｡

｡

Ｐ

■B

』●

琵琶湖漁業再生ステ

ツ プアッププロジエ

クト事業費

●■

、63，866
．

(－）

e63,866

■ク

⑤園1「琵琶湖漁業再生ステップアツプ」プロジェクト事業

凸 ﾔ

｡

▲

63，866

〃●

赤野井湾を本プロジェクトの最重要拠点と位置付けてモデル

指定し、南湖水域では水草除去や外来魚駆除､種苗放流による
水産資源の回復､漁場の再生を図り、北湖水域では産卵繁殖場

の機能改善による水産賓源の増大を図る。

a 申

q p

● －

b●今

【水産試験場】

試験研究調査費
巳

旬 6

■●

）

6

戸
、
〕
ｎ
直
』
ｎ
尺
》
ｒ
０
《
叩
叩
》

ｎ
重
一
〕
勺
八
ｍ
》
△
列
一
一
Ｐ
』
Ｕ
・

宙
ｎ
尺
》
《
叩
耳
》
０
・
呵
斗
一
”
〃
０
。

638

３
９

３

１

，

５
８
４
１
．
９

２
２
１

（

号
唱■

国
諸
ｅ

寺

■

■

写 旬

水産行政が直面する重要課題の中で、特に技術的解明が急がれ

る事項について、重点的かつ積極的に調査研究を行う。

国1琵琶湖の水産生物生産力評価に関する研究 2,000

琵琶湖環境研究推進機構の「在来魚介類のにぎわい復活に向
●0

けた研究」の一環として水産資源学的手法により主要魚介類の

資源量を推定するとともに、飼育実験により餌生物と水産資源

との関係を明らかにし、琵琶湖の水産生物生産力を総合的に評

価する。

■

） ‐

q■
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事業名 当初予算額

(前年度予算額）

説 明
も

■ ●
■ ●

●
夕

９
．

，色
〃

申
●

｛

毎
■

巳
●

ロ
●

ｆ
●
◆

■
●

申

b

O

■
毎

、
９
勺

一

●

、

申

｜
申

Ｑ
今

●

●
宙

9

。
◆
●
己
昏

Ｇ
■

●
◆〆■
▲

6

◆

●

○

○

■

●

Q

1

■

●

●9

早■

⑤2アユ資源･漁獲情報発信高度化研究4,855

I
■

G

アユのふ化日を詳細に把握することにより、ふ化時期の違い｡

と漁獲の時期や量との関係を明らかにするとともに、他の資源

調査データと連動させて、精度の高い資源・漁獲動向予測技術
を確立させる。

●

ダ

園

6 a

3セタシジミ資源の回復・向上試験事業
"

2,900

シジミ漁場にポールなどの構造物を設置し、好適な生息環境

を造成することにより琵琶湖の生産力を利用した資源増大手法

の開発を行う。

園

◆ ｡

UC

4新たな外来魚の拡散防止および効率的駆除技術開発研究
2，850●

ノ

特定外来生物に指定され、今後悪影響が心配されるチャネル

キヤットフィッシュとコクチバスの両外来魚に対して、生息状

況の把握や効率的な駆除技術の開発を行い、漁業者が継続的に
■

b

駆除できるよう駆除マニュアルを作成する。 ●

●

● ■

C●

■

８

■

●

。
■
●
●
今

●●■

参

■I

、

●

旬

●
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事業名 ．当初予算額

(前年度予算額）

説 明
e

｡■

【耕地課
･農村振興課】

土地改良公共事業

毎9

I
C

680,990

024,739）

436,105

861,278

7，615

1,000

305,600

69，392

Ｑ
タ
●
Ｐ
●
ケ
。
■
ザ
。

４
５
２
１
・
・

く

●

Ｇ
Ｐ
Ｏ

国
分
繰
諸
起
ｅ

農業生産基盤、農村生活環境基盤の整備事業および農地、農業
水利施設の防災事業。．、

補

■

助 公共事業‘

単

●◆

4 ●

独公共事業．､

色9

C

◆

早 ■●

C

事業名 箇所数 ．予 算額

県営かんがい排水事業 24 2,760,840

県営経営体育成基盤整備事業 9 536,228

県営農道整備事業 4．

｡

57,035

県営中山間地域総合整備事業 1 81，127

県営みずすまし事業 1 70,350

団体営土地改良事業 15 179,679

県営農村振興総合整備事業 2 85,202

県営農村地域再生可能エネル

ギー施設整備事業 2 114,817

団体営農村整備事業
●■

3 20,490

県営農地防災事業 11 556,694
●

■

■
了
■
９

団体営農地防災事業 17 132,178
●

県営地すべり防止対策事業 2 66,350

事業名 箇所数 予算額

単独小規模土地改良事業 26 20,000
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事業名 当初予算額

(前年度予算額）

説 ．明
。②

●

中山間地域等直接支

払交付金

●●

0‐

188,627

(192,223）

国110,643

e77,984

1

■

｡

中山間地域等直接支払交付金184,724

中山間地域等における耕作放棄地の発生を防止し、農業・農■

村の多面的機能を確保する観点から、Q

b

農業生産活動を行う農業

者に対し、直接支払を実施する。

q d

9

■ 4

＆｡

都市農村交流対策事
0 ,

業費

0

●

、

5，893

(2,993）

2，500

278

215

21900

由
●
国
財
操
ｅ

｡■

あ

，1都市農村交流対策事業費2,993
■

申■

g■

都市農村交流に取り組んでいる地域に対して、事業効果を高

めるための助言等の支援を行うとともにも農村地域の魅力を発

,信する。
c ●

、

心●

鰯園

■e■

〆

2しがの里をめぐるものがたり応援事業．2
q

P 900

■ ｡

各地域で取り組まれている活動を「しがの里
“

湖郷”（仮称）」

ものがたりとして一つにつなげ、農村地域のイメージアップを
BG

図り、交流人口や定住人口の増加を図る°

凸

アセットマネジメン

ﾄ推進対策費

a

夕

一
、
ロ
■
■
″
伝
｝
■

46,872

50,730

10,000

36,872

（

①

■
。

●
。

国
ｅ

■

◆

｡

●

■

｡

1 アセヅトマネジメント推進対策費29，518
凸 P

アセットマネジメントの取組強化に向けた土地改良施設の診
■や

断・管理指導や、管理に関する苦情・紛争の調停等に対する指

導などに係る助成を行う。

Ｌ
■

①

1 ｩ●

鰯2水土里強化対策事業8，
p■

p■

200

本県の農業を支える農業水利施設を保全管理する土地改良区
巳

が、社会情勢の変化に的確に対応し運営基盤の強化が図れるよ・

う調査および検討を行う。
己

p G

■

U

● ｡

◆曲

9

づ

■●
凸
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事業名
ゥ ■

当初予算額

(前年度予算額）

説 明
P寺

由

孔

b ◆

■■

●

齢園3滋賀の農業水利ｼｽﾃﾑ等農業遺産調査事業ア,900

滋賀の農業や農村文化､歴史、自然環境を育んできた貴重な

歴史的遺産である農業水利システムについて体系的に取りまと

め、滋賀らしい優良な水利システムとして後世に引き継ぐため、

e●

､

農業水利システムの過去からの変遷およびこれに関わる生活文

化や水物質循環等との関わりについて調査する。

土地改良施設管理事

業費

○
命

1

，

）

523,827

(478,.266

259,771

264,056

9

国
ｅ

■
●
◆

■

1国営造成施設管理体制整備促進事業費230,247

国営およびこれと一体的に県営で造成された農業水利施設に

おいて 、 多面的機能の発揮、環境への配慮および安全管理の強

化等に対応した管理体制の整備を促進する取組に対し支援す

る｡

●q

Q

2基幹水利施設管理事業費補助金 184,203
、

p ,9

国営事業で造成された一定規模以上の基幹的な農業水利施設
のうち、市町が管理する施設の維持管理の一部を助成する。

◆

鰯3土地改良区運営支援事業費補助金22,485
◆ ●

｡■

施設の老朽化対策の費用負担や度重なる電気料金の値上げ等

により逼迫する土地改良区の運営に対して支援を行う。

' ●

ふるさと・水と土保

全対策費

岱卑

記

7，898

(5,339）

2，224

100

5，574

財
寄
繰

●

1 ふ る さ と ・ 水 と 土 保 全 対 策 費 3 1 628

多様な住民の共同による地域の魅力を高める活動の支援や中

山間地域の現状調査を行い、農村地域力の向上を通じた多面的

機能の発揮や農村の活性化を図る。

2棚田地域の総合保全対策費3,070
P

4 P

豊かな自然環境を有する棚田地域を保全するため、都市のボ

ランテイアと棚田地域とのネットワークを構築し、住民主体に

よる継続的な棚田保全活動を推進する。

■
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事 業 名 当初予算額

(前年度予算額）

説 明
旬●

0

｡

びわこ流域田園水循

環推進事業費
１
．
。

5,250

7,300

5,250

（

e
■
昏

①

1 流域田園水循環支援事業費、4,5 00
寺 ■■

●■

農業排水を再利用する循環かんがい施設等の機能をより高度
に活用する事業主体に対して、掛かり増し経費を支援する。

みずすまし構想推進

事業費

●･

◆

●
１
■

●

9，497

(3,624）

1，800

7，697

繰
ｅ

⑤園 1琵琶湖とつながる生きもの田んぽ物語創造プロジェクト
6,847

■

●

魚のゆりかご水田など豊かな生きものを育む水田づく~りの取

組をしている各地域ごとに育まれる「生きもの田んぽ物語」を

支援するため、各種工法の効果検証とともに、取組組織のネッ
トワーク化を進め、人も生きものもにぎわう農村づくりの展開

を図る。

③園 2豊かな生きものを育む水田づくり出前事業1,800
● ●

｢豊かな生きものを育む水田づくり」の取組を広く普及啓発
■

するため、出前授業や県内外の都市部へのPR活動を実施する。
序

■ ■

p

｡

農業経営高度化支援

事業費
）

57,112

44,096

38,179

18,933

（
p1

国

e

1 経営体育成基盤整備事業費(促進費）
｡ b

｡

57,112
■

生産茎礁の整備と密接な連携のもと、担い手へ質の高い農地

の集積を推進するとともに、生産基盤整備事業地区の集積実績

に応じて受益者に対して助成する。

国営土地改良事業費
■

負担金

●

｡ "

）

756,630

(236,212

707,300

49，330

、
起
ｅ

国営土地改良雲業の施行に伴う､県の負担金を国に納付する｡

● ◆

0

● ●
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事業名 当初予算額

(前年度予算額）

説 。明

世代をつなぐ農村ま

るごと保全事業費

ル

）

1j172,200

1,175,146

799,100

373,100

（

●国
ｅ

1世代をつなぐ農村まるごと保全向上活動支援交付金
1,119,300

地域共同で行う農地・水路等の日常管理と農村環境を保全す

る活動および多面的機能の増進を図る活動、さらには施設の長

寿命化を図る取組等に対して支援を行い、農村地域力の向上を

図 る。．

心．

2世代をつなぐ農村まるごと保全向上活動推進交付金：

52,900

上記1の事業を適正かつ円滑に実施するため、市町等に対し

て支援する。
9

■

大規模土地改良事業

計画調査費

■

△ ■ 』 ■

）

申

２
５
２

９
７
９

６
０
６

９
９

９

１
３
↑
１

く合
●

■

e

1 大規模土地改良事業計画調査菱1P 692

県営規模で実施を予定している土地改良事業の計画調査に対

し助成する。

●

守

｡ ●


